
13 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・歓迎会　・運動会　・七夕　・夏祭り　・ハローウィン　・焼き芋大会　・クリスマス会　・卒業式
・お誕生日会　・遠足　・ピクニック　・調理　・サッカー

家族支援

本人の成長・発達の基盤となる親子関係や家庭生活を安定・充実させる支援と
子育てや障害等に関する悩みなどの相談援助 移行支援

学校や関係機関等との連携と情報共有

地域支援・地域連携

放課後等デイサービス事業所連絡会への参加
学校、医療や相談支援事業所、児童発達支援事業所、進路先の事業所など関係
機関との連携をとり、切れ目のない支援

職員の質の向上

・摂食研修　・虐待防止研修　・感染症対策研修　・救急対応研修
・自己研鑽　・外部研修

支　援　内　容

本
人
支
援

本人の健康状況維持・改善、基本的生活リズムの安定を図る支援
・健康状態の把握（検温、心身の状態観察）
・食事における摂食指導、定時誘導による排泄、着脱、整容、私物の管理や身支度ができるよう支援します

本人のニーズに合わせた専門的に個別の運動機能や感覚機能を向上させる支援
・集団や個別の取り組みで粗大運動、微細運動のトレーニングとなる活動を提供します
・椅子座位時には個々に合わせた座面や足台の設置にて姿勢保持、また、ストレッチや体幹トレーニングなどを取り入れていきます。
・発声する為の感覚の活用を促す支援をしていきます

時間空間の概念、タイムスケジュールや集団での行動形成、外部環境の認知と適切な行動の支援と基本的能力の向上への支援
・見通しが持てるようスケジュールや当番など提示することで、自己で確認して取り組めるよう支援していきます
・自分の意思で行動できる力や適切な行動がとれるよう支援していきます

本人の障害特性に合わせたコミュニケーションツールを活用しコミュニケーションを円滑に支援する
・言語、非言語（サイン、ジェスチャー、手話）、絵や写真カードなど個々に合わせた方法を取り入れて理解と表出を促し、意思や要求が伝えられるよう支援していきます
・上記方法にて、指示を理解して行動できるよう促していきます

本人の情緒の安定、集団行動のルールの理解、地域との交流、アタッチメント形成や自己をコントロールできる力をつけ共存していける支援
・集団を社会機能と置き換えて、他者と円滑に関係を築くための経験を通して、社会生活が送りやすくなる為の能力向上を目指していきます
・個別のソーシャルスキルトレーニングの実施

法人（事業所）理念 子どもたちの意思を尊重し安心安全で楽しく充実した時間の中で、社会性と日常生活の基本動作を身に着けられるよう支援し、ひとりひとりの自立を支援していく

支援方針

アセスメントに基づき、本人のニーズに合わせて5領域の視点で個別支援計画を作成、PDCAサイクルのもと支援していく
① 安全で安心できる場を提供します
② 楽しく充実した放課後の時間を提供します
③ 子どもたちの意思を尊重し、選択や主張ができる力を身につけられるよう支援します
④ 子どもどうしや指導員との交流の中から社会性を身につけるように支援します
⑤ 日常生活において基本的動作を身につけるために支援します

営業時間 送迎実施の有無



2026 年 4 月 1 日

13 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・歓迎会・運動会・七夕・夏祭り・焼き芋大会・クリスマス会・お誕生日会・ハロウィン・卒業式等

家族支援

本人の成長・発達の基盤となる親子関係や家庭生活を安定・充実させる支援。
子育てや障害とうに関する支援 移行支援

地域おける仲間作り

地域支援・地域連携

放課後等デイサービス連絡会への参加。児童発達、進路先の事業所との連携を
とり切れ目のない支援 職員の質の向上

・摂食研修・虐待研修・感染症対策研修・救急対応研修・自己研鑽・外部
研修

支　援　内　容

本
人
支
援

アセスメントに基づき本人の健康状況維持・改善、基本的生活リズムの安定を図る支援

アセスメントに基づき本人のニーズに合わせ専門的に個別の運動機能や感覚機能を向上させる支援

アセスメントに基づき時間空間の概念、タイムスケジュールや集団での行動形成、外部環境の認知と適切な行動の支援。基本的能力の向上への支援

アセスメントに基づき本人の障害の特性にあわせたコミュニケーションツールを活用しコミュニケーションを円滑にする支援

アセスメントに基づき本人の情緒の安定、集団行動のルールの理解、地域との交流、アタッチメント形成や自己をコントロールできる力をつけ共存して行ける支援

法人（事業所）理念 子供たちの意思を尊重し安心安全で楽しく充実した時間、子供同士や指導員との交流の中から社会性を身につけ、日常生活の基本操作を身に着けられるよう支援していく

支援方針

5領域の視点でアセスメントをとり利用者のニーズに合わせた個別支援計画を作り、PDCAサイクルをもとに支援していく

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 フォレストケア（従）下板橋 支援プログラム 作成日



2026 年 4 月 1 日

13 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・歓迎会・運動会・七夕・夏祭り・焼き芋大会・クリスマス会・お誕生日会・ハロウィン・卒業式等

家族支援

本人の成長・発達の基盤となる親子関係や家庭生活を安定・充実させる支援。
子育てや障害とうに関する支援 移行支援

地域おける仲間作り

地域支援・地域連携

放課後等デイサービス連絡会への参加。児童発達、進路先の事業所との連携を
とり切れ目のない支援 職員の質の向上

・摂食研修・虐待研修・感染症対策研修・救急対応研修・自己研鑽・外部
研修

支　援　内　容

本
人
支
援

アセスメントに基づき本人の健康状況維持・改善、基本的生活リズムの安定を図る支援

アセスメントに基づき本人のニーズに合わせ専門的に個別の運動機能や感覚機能を向上させる支援

アセスメントに基づき時間空間の概念、タイムスケジュールや集団での行動形成、外部環境の認知と適切な行動の支援。基本的能力の向上への支援

アセスメントに基づき本人の障害の特性にあわせたコミュニケーションツールを活用しコミュニケーションを円滑にする支援

アセスメントに基づき本人の情緒の安定、集団行動のルールの理解、地域との交流、アタッチメント形成や自己をコントロールできる力をつけ共存して行ける支援

法人（事業所）理念 子供たちの意思を尊重し安心安全で楽しく充実した時間、子供同士や指導員との交流の中から社会性を身につけ、日常生活の基本操作を身に着けられるよう支援していく

支援方針

5領域の視点でアセスメントをとり利用者のニーズに合わせた個別支援計画を作り、PDCAサイクルをもとに支援していく

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 フォレストケア板橋本町 支援プログラム 作成日



2026 年 4 月 1 日

13 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・歓迎会・運動会・七夕・夏祭り・焼き芋大会・クリスマス会・お誕生日会・ハロウィン・卒業式等

（別添資料１）

家族支援

本人の成長・発達の基盤となる親子関係や家庭生活を安定・充実させる支援。
子育てや障害とうに関する支援 移行支援

地域おける仲間作り

地域支援・地域連携

放課後等デイサービス連絡会への参加。児童発達、進路先の事業所との連携を
とり切れ目のない支援 職員の質の向上

・摂食研修・虐待研修・感染症対策研修・救急対応研修・自己研鑽・外部
研修

支　援　内　容

アセスメントに基づき本人の健康状況維持・改善、基本的生活リズムの安定を図る支援

アセスメントに基づき本人のニーズに合わせ専門的に個別の運動機能や感覚機能を向上させる支援

本
人
支
援

アセスメントに基づき時間空間の概念、タイムスケジュールや集団での行動形成、外部環境の認知と適切な行動の支援。基本的能力の向上への支援

アセスメントに基づき本人の障害の特性にあわせたコミュニケーションツールを活用しコミュニケーションを円滑にする支援

アセスメントに基づき本人の情緒の安定、集団行動のルールの理解、地域との交流、アタッチメント形成や自己をコントロールできる力をつけ共存して行ける支援

支援方針

5領域の視点でアセスメントをとり利用者のニーズに合わせた個別支援計画を作り、PDCAサイクルをもとに支援していく

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 子供たちの意思を尊重し安心安全で楽しく充実した時間、子供同士や指導員との交流の中から社会性を身につけ、日常生活の基本操作を身に着けられるよう支援していく

事業所名 フォレストケア大山 作成日支援プログラム


